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最終学歴

　【研究上の特記事項】

・援助授受により成立する対人関係の調査。実験研究を長年蓄積している。使える、役立
つ心理学研究を身上とし、科学的エビデンスに基づく実証主義的心理学研究とその成果
の実践への適用を循環させる研究スタイルが特色である。具体的には、調査しやすい大
学生のみを対象とした研究ではなく、社会問題が生起する現場での参与観察やインタ
ビュー調査に基づき質問項目を選定し、現場との共同で対人関係の実態検証を経て社会
的妥当性を高めることを最重視する。そのスタイルが評価され、行政の専門部会、教育委
員会、社会福祉協議会、人権団体、病院等医療現場や企業職場研修等からの講演依頼
は年間平均20回を超える。

専門分野

所属学会

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

関西大学大学院社会学研究科社会心理学専攻　博士課程修了（公認心理師）

博士（社会学）

社会心理学（対人関係の心理学　特に援助行動）

大学院博士後期課程
担当科目

・応用社会心理学特論II（依頼と説得の心理学）

学部担当科目

・社会・集団・家族心理学(公認心理師科目)
・対人社会心理学 (出会・恋愛・結婚の心理学)
・社会心理学特論（日常の対人関係から支えあえる対人関係へ）
・社会心理学演習Ⅰ・Ⅱ・III・Ⅳ（一）
・社会心理学特殊講義（三）(自殺予防の心理学)基礎演習I（二）

研究課題

　【教育上の特記事項】

援助授受と生きる意欲との関連性、自殺予防のための対人関係

日常生活に活かす心理学が教育の根幹である。したがって、受講者の生活実感に取材し
た授業進行が特色である。特に、受講生の日常の対人行動や対人感情が個人の将来的
展望にどのように影響するかについて対人間関係の心理学から「追体験」講義を展開す
る。自分と出会い、支えあえる人と出会い、社会の一員として役立つ自分を実感できる授
業構成となっており、受講生からは、楽しく、役立つ授業と好評である。

・自殺予防の実践研究者として　各府県の教育員会、福祉協議会を通じて、自殺予防の
実践として「ゲートキーパー」活動の有用性を啓蒙し続けている。意欲の活性化を促す講
義・講演として人権教育の観点からの依頼も多数受けている。
・コロナ禍における自殺者数の増加は、輻輳的な要因があるものの、絶望によるものが核
にある。絶望に至る、プロセスを個別に詳細に検討し、状況即応的な対人援助について各
方面での助言、実践に研究日および休日を活用している。

令　和　3　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

日本心理学会、日本社会心理学会、日本教育心理学会、日本自殺予防学会

通信教育部担当科目 ・心理学基礎

入試・広報委員、学生相談員、公開講座

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

・応用社会心理学特論I(援助行動・被援助行動・援助要請行動の
理解と応用)

授業科目

　【社会的活動】



共著

単著

単著

共著

共同

共同

単独

シニアを対象等した調査研究により二
分法的思考尺度の下位尺度各々と性
格特性であるBig5の各要素との関連性
を明らかにし、併せて年別比較により75
歳以上の年代が65歳未満,65歳以上74
歳未満の年代に比べて二分法的思考
傾向が高いことを明らかにした。

自殺予防予防の最前線としてゲート
キーパとしての役割が期待される民生
委員児童委員４５００名を対象とした、質
問紙調査により、自殺に傾く人への妥
当な援助の実行には、個人の被援助成
功体験が重要な役割を果たすことを実
証した。

①援助要請態度と気質との関連性 2020年3月 奈良大学紀要第48号

女子大生70名を対象とした質問紙調査
の結果、行動を抑制する不安特性であ
るBISが、肯定・否定両援助要請態度と
破壊表出に有意な影響過程を示し、衝
動的特性であるBASの下位因子である
駆動からは肯定的援助要請に対し負の
影響過程、報酬からは正の影響過程を
示した結果を得て、援助要請と遺伝的
気質との関連性を明らかにした。

③高齢者の職の有無による幸福感
と対人関係の認知の関連性
-有給職と無給職との比較

2021年9月
日本教育心理学会第
634回オンライン

シニアを対象としたによる対人関係の肯
定的な認知には職を有することが有用
であることが示された結果を報告した。

③二分法的思考の性差および加
齢による変化の検討

2022年3月

日本心理学会第84回
大会　於）東洋大学

奈良大学紀要第49号

2020年9月

2020年9月

日本心理学会第84回
大会　於）東洋大学

2021年3月

奈良大学紀要第50号

（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名称 概　　　　　　　要

ナカニシヤ出版2021年3月

単著､
共著
の別

研究業績[著書、学術論文等]

洗浄強迫傾向は依存的な援助要請態
度を有し、侵入思考的強迫傾向は自立
的援助要請態度に対して防衛的である
ことを質問紙調査により実証したことを
報告した。

①常識を疑う心理学

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名称

②援助者の負債感が自殺予防の
判断に与える影響ついて

（学会発表）

②強迫傾向による援助要請態度
への影響

②

①援助態度が自殺予防活動に与
える影響について

発行又は
発表の年月

編集および第1章なぜかモテる子モテ
ない子を執筆し、支えあえる喜びを共
有できる対人関係の諸相について平易
な文体で説明を試みた。本書の出版前
からネット関心がもたれ、本学志望への
契機を促した。

③

web開催となり9月8日までにHPで公開
され、1ヶ月の質疑期間が設けられた。４
５００名の民生児童委員を対象とした、
自殺予防に関する妥当性の検討と援助
実行に与える個人の援助要請態度の
影響について報告した。



単独

②wihコロナ社会の対人関係 単独

単独

単独

単独

単独

単独

単独

単独 2022年2月

ラジオ出演（ならドット
FM）
「ひるラジ！784」

2020年6月

2015年4月～
2021年3月

⑥学校再開　子供と教員のメンタ
ルエルス

・産経新聞
・Yahoo news

園再開後、子どもの退行現象や登園し
ぶりについて子どもの理解や子育て中
の親の不安について誌面カウンセリン
グ原稿を提示して好評を得てネットでも
紹介された。

奈良県の子育て情報誌
「ことまま」

⑤『「新型コロナ」不安に打ち勝つ
ために』

（その他）

①危険物新聞（月刊誌）への連載

③学校再開後の子ども達へのアド
バイス

④学校再開！専門家に聞く子ども
のメンタルケア

⑧福祉援助の核 産業情報新聞社

援助とは、人との関係にもとづき、その
人が求める援助が求めるときに実行さ
れることにより最も有効な救済となること
を年頭所感として記事にまとめた

⑦大阪府堺市人権啓発冊子監修
大阪府堺市
教育委員会

2021年1月

⑨暮らしの百科 産経新聞

「助けを求める、助けに気づく・・・ココ
ロ」Pp2-4 コロナ禍において自殺者・自
殺企図が増える中、webでは見えにくい
心の様態について研究知見に基づき、
一般向けにわかりやすく解説した。

2021年1月

コロナ禍における対人関係と心理的影
響について疑心暗鬼から先入観・偏
見・差別が生成されるプロセスと一般市
民に理解されるように丁寧に説明をし、
冊子にまとめた。

2020年5月22日

公益財団法人大阪府
危険物安全協会

防災思想普及啓発のため発行されてい
る本紙において【人生の危機！その時
あなたは、どう助け合う】のテーマで記
事を担当し昨年度はコロナ禍の心理的
衛生について連載した。

2020年6月

コロナ禍における対人関係と心理的影
響について早期の指摘を行いこの放送
にが嚆矢となり各方面から取材を受ける
こととなった

全国の教育委員会、小中高校で購読さ
れる本誌のじっくりインタビューにてコロ
ナ休校明けの学校での児童生徒およ
び教員集団、家族集団のケアとサポー
トについて報告した。

コロナ休校明けの児童生徒の心理の理
解と援助について、アナウンサー及びコ
メンテータからの質問に応答した。

コロナ休校明けの児童生徒と教師のス
トレスと心理的ダメージについて詳細に
説明し、その理解と援助についてコメン
トした。
コメントの妥当性からネットニュースでも
講評を博し、多くの評価を得た。

2020年6月

2020年6月

日本教育新聞
第３面全面掲載

奈良テレビ
「ゆうドキッ！」


